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だ，という提案です（４章）。                             
                                                     
１．図書館の機能・役割・意義                       
1.1 図書館の機能                                     
私は，図書館に初めて勤めた方に，図書館の機
能を次の７項目にまとめて説明しています。誰に
でもすぐわかる説明をめざしています。                    
①個人では入手できない規模の資料・職員・施 
設を共同利用できる                                    
・個人が持つよりも多くの本・雑誌がある。             
・さまざまな本・雑誌，知識を持つ職員，施設の




トが節約される。                                    
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②すべての主題にわたって，多様な立場に立つ，




きる。   
・国民の知る権利が守られる。                         
③無料のため，利用する資料や情報の量が増える         
・無料のため，気軽に多くの本・雑誌や情報を利
用でき，資料や情報を利用する量が増える。                   




において誤りを避けることができる。                             
⑤分類・目録，参考図書，データベース，ネット 






いる。             
・インターネット上の情報源は検索エンジンで検
索することができる。                                       
⑥リクエスト（本の取り寄せ）とレファレンス（ 調
べものの援助）のサービスを受けられる                     
・リクエストサービス：利用者が求める本を取り
寄せたり，購入したりして提供するサービス。               
・レファレンスサービス：図書館や資料の利用を
案内し，利用者の調べものを援助するサービス。               
・個人の学習が進み，個人の知識が豊かになり，
社会の活動に寄与できる。                                   
・レファレンスサービスによって，図書館とその





る知識と情報を入手することができる。                         
・通常，個人では入手できにくい本・雑誌や情報
を入手することができる。                              
・すべての住民は，必要な資料や情報の利用方法
を知り，資料や情報を入手することができる。            
・入手した知識や情報をもとに，新しい知識を創
























分に使いこなすことができるのです。             
  ⑦は，図書館を利用すれば，調査研究ができる
こと，それが社会に新しい知識をもたらすことを
示しています。     
                                        




のとおりです。           
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(1) 『図書館のめざすもの』（アメリカ図書館協会，
日本図書館協会，1997.1) （注1）                             
  




  １．図書館は市民に知る機会を提供します             
  ２．図書館は社会の壁を打ち破ります                 
  ３．図書館は社会的不公平を改めるための地な
らしをします                                           
  ４．図書館は個人の価値を尊重します                 
  ５．図書館は創造性を育てます                       
  ６．図書館は子どもたちの心を開きます               
  ７．図書館は大きな見返を提供します                 
  ８．図書館はコミュニティを作ります                 
  ９．図書館は家族のきずなを強めます                 
  10．図書館は一人ひとりを刺激します                 
  11．図書館は心の安息の場を提供します               
  12．図書館は過去を保存します                       
 
(2) 『図書館による町村ルネサンス  Ｌプラン21         
   －21世紀の町村図書館振興をめざす政策 
提言』（日本図書館協会町村図書館活動推 







Ａ．図書館の基本理念                               
    １．民主主義社会を支える図書館                   
  Ｂ．地域社会と図書館                               
    ２．図書館は地域の情報拠点                       
    ３．地域の課題解決能力・政策立案能力を高
める     
    ４．図書館は生涯学習の中核施設                   
  Ｃ．図書館のはたらき                               
    ５．地域に根ざす図書館                           
    ６．学校と連携し「地域の教育力」を高める         
    ７．図書館は豊かな老後の支援施設                 
    ８．図書館は国際化の港                           
    ９．図書館は地域の百科事典，タイムカプセ
ル      
    10．滞在型利用ができる地域のサロン               





ます。                           
                                                
２．社会の変化と図書館                             




①～③は植松貞夫筑波大学教授によるものです。            
 
①1950年代～1960年代［学生の勉強部屋時代］     
  ・高校生，受験生の自習が中心で，座席や場所
を提供していた。                                   
 ・特別な人（学生，研究者），特別な活動（読書
会）のための施設だった。                            
 
②1970年代～1980年代前半 
［貸出サービス中心時代］   
・「借りて帰って」家で読む利用方法が広がり，
定着した。開架書架が施設のほとんどを占め




③1980年代後半～       ［長時間在館時代］         
・家族が週末に思い思いに長い時間を過ごせる。       
・大規模開架図書館に利用者が集中する。成人
 4
男性利用者が増加する。                                   
 
④1990年代後半～    ［調査研究重視時代］       
 ・社会の急激な変化，技術革新，地方分権等に
よって生涯学習・調査研究の必要性が高まる。                       
 ・情報の電子化の普及によって，図書館の運営・
































そのことを確認しておきます。     
                                                     






(1) 社会の変化                                       
・社会の事情や制度が急激に変化し，科学技術が 
急速に発展する。 
・既成の知識や技術が急速に古くなる。                 
・経済の停滞のため，社会全体の合理化が必要に 
なる。           
・地方分権・規制緩和によって，地域における政 
策開発が必要になる。         
・経済の停滞のため，新しいビジネスの開発が必 
要になる。             
 
(2) 人々にとっての変化                               
・社会の現状の認識が困難になる。 
・中高年の持つ知識・技術が古くなり，求人市場 
とのミスマッチが起きる。                              
・青少年・若年層の学習時間が減少し，基礎学力・ 
教養が低下する。                                    
・労働力の質，社会意識，社会規範意識が低下す 







それには触れません。                             
 










うな違いがあります。       
 
・書店では，体系的な知識は得られるが，過去に
蓄積された知識が入手しにくい。                             
・マスコミでは，最新の知識や情報は得られるが，
体系的な知識や蓄積された知識が得にくい。                
・インターネットでは，信頼性の低い情報が多く，
体系的な知識が得にくい。                                 
・図書館では，正確で体系的な蓄積された知識や
情報を得ることができる。 
ここに図書館の独自な役割があります。              
                                                     
2.3 法令・基準における図書館の目的（役割）          
 図書館法では，図書館の目的はどのように定め
られているのでしょうか。                                     
 
(1) 図書館法第２条第１項                             





  書， 記録その他必要な資料を収集し，整理し， 
保存して，一般公衆の利用に供し，その教養， 
調査研究，レクリエーション等に資すること 
を目的とする施設（中略）をいう。                         














研究を援助する必要があります。     
 









                                      
   ３ 図書館の職員が図書館資料について十分 
な知識を持ち, その利用のための相談に応 
ずるようにすること。 
   ７ 時事に関する情報及び参考資料を紹介し， 


















































す。                               
 
(3) 公立図書館の設置及び運営上の望ましい基準         
 2001年に文部大臣告示された「公立図書館の設
置及び運営上の望ましい基準」では次の２つの規
定に特徴が見られます。   
 
１ 総 則    
(4) 資料及び情報の収集，提供等         
③ 地方公共団体の政策決定や行政事務に必要
な資料及び情報を積極的に収集し，的確に提
供するよう努めるものとする。                       
 
２  市町村立図書館 


















を具体化したものだと考えています。     
 
 
３．図書館サービスのモデル                         
 















貸 出 室 貸出カウンター 
レファレンス
コーナー 






























































































地域支援サービスの三者の関係を示しています。                                           
 




















があります。これが私の議論の前提です。       
 





































ます。                                     
 
























だけで，２～３割利用者が増えるそうです。                               
 




































質問数も増えます。         
④勤労者の質問が増えるため，図書館職員は，利
用者の専門的要求，調査研究的要求の内容をよ






































くことが可能になります。                     
 モデル③のように，レファレンスサービスの体
制ができると，当然，インターネットなどの情報
技術を導入し，それを活用することになります。                         
 





























りて帰る方が貸出サービスの質は向上します。              





























































































































         







































ます。                                 
                                                   









図3 資料の探索方法と利用方法の関係              
  
 























































しょうか。           
                                                     
 
４．専門的情報サービスのモデル                       
 



































































Ｒが届かなかった人々にも届けることができます。                               
 このような勤労者の組織・集団へのサービスや
ＰＲを，私は専門的情報サービスと呼んでいます。                 
                                                     












です。        
  専門的情報サービスの内容として，次のような
事項があります。                                             
 




容について調査する   
 
②レファレンスサービスのＰＲ                       
・ニーズがあると思われる人々や集団・組織に，
レファレンスサービスの利用案内，利用の呼び
かけ，レファレンス質問用紙を配布する                                     
 
③レファレンス質問への回答，資料の送付             
・レファレンス質問に対して，迅速・確実に回答
する。              
・必要な資料を迅速に送付する。                          
・業務上必要な期限内に確実に対応する。                  
 
④参考資料の作成と発信                             
・資料リストを作成・配布し，資料を展示する。            
・リンク集を作成し，メールマガジンを発行する。            
⑤利用者集団・組織の例                             
次のような集団・組織を挙げることができます。 
・学校の教員・生徒                                   
・自治体の行政職員・議員                             
・社会福祉施設の職員                                 
・市民団体・ＮＰＯの参加者（市民）                   
・商工会議所・青年会議所の会員（経営者・会社
員）     
                                                     
4.3  専門的情報サービスの例 
－自治体行政情報サービス－   


























障害者サービス，情報公開等）。                                             
 






































































きるようになります。                             
 
(3) 自治体行政情報サービスとビジネス支援サー
















































ないかということです。                         
                                                     
 
５．これからの図書館経営のあり方                   
 


























第一歩を切り拓くことが重要です。             
 
(3) 司書の業務を見直し，専門的業務に専念する


















ることになります。                   
 
(4) 社会に対して図書館サービスの意義に関する




アップを図り，停滞から脱することが必要です。                   
 




りも研修資料の作成を重視する必要があります。                                 
                                                     



















研修を」と言われますが，まず実行することです。            
 
(2) 雑誌のバックナンバーの保存と雑誌記事の探 
















用する資料の範囲が広くなります。                      
(3) 地域課題に関する資料の重点的収集，近隣図




























必要です。それができるのが図書館です。     
 















かを評価の基準とするべきだと思います。                   
 













ていいということではありません。                        
          
                                                     
６．スライドの説明                                 
 
6.1  本の案内・相談カウンター                         







を行っていることは利用者にわかります。       
















 ーナーは上の階のフロアで，職員はいません。             






たところにあります。                 





もあります。レファレンスルームは２階です。                                         










ーも兼ねています。                                                 








うになりました。                                     






別にあり，職員が配置されています。     










うになったそうです。       


















ースがあります。   
 
6.2  雑誌のバックナンバーの提供                       




















台を使って雑誌の展示をしています               






なっています。                           








まざまな雑誌のバックナンバーがあります。               











しょう。                   
 このほか，旭川市立中央図書館が，２階の参考
室の開架書架に一部の雑誌のバックナンバーを配
架し始めています。         
 
6.3 地域支援関係資料の提供                             

















のものを集めているところに意義があります。   
                                                     
 










































基調講演を終わらせていただきます。                                        
-------------------------------------------------------------------- 
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